小学校５年【国語】『新しい国語』（東京書籍）　（例）
教科書を活用した家庭学習例～計画的な家庭学習へ向けて～

	
	課題内容

	第１回
	【単元名】事実と考えを区別しよう
【ページ】１２～１３ページ
【学習の流れ】
１　１２ページの棒グラフを見て、「田中さん」が整理した「事実」と「考え」を確かめる。
２　グラフを見て、ほかに分かる事実をノートに書きだし、自分がグラフから考えたことをノートにまとめる。
３　１３ページの「日本に来た外国人旅行者の内訳」の円グラフを見て、１２ページと同じように「事実」と「考え」を表に整理する。

【学びの確認】
・「自分の考えをまとめるときに気をつけること」について、「事実」と「考え」という言葉を必ず使って、１００文字程度の文章でノートにまとめましょう。

	第２回
第３回
第４回
第５回
	【単元名】人物の思いを音読で伝えよう「だいじょうぶ　だいじょうぶ」（物語）
【ページ】１６～２５ページ
【学習の流れ】
１　「だいじょうぶ　だいじょうぶ」を音読する。
２　分からない言葉や漢字について国語辞典等を活用して調べる。
３　「だいじょうぶ　だいじょうぶ」は、いつ、どこで、だれが出てくる物語かについて、１００文字程度の文章で、ノートにまとめる。
４　物語のうちで、最後の場面で現在の出来事が語られていることを確かめる。
５　物語に数回出てくる「だいじょうぶ、だいじょうぶ。」という言葉のうちで、自分が一番気に入った「だいじょうぶ、だいじょうぶ。」について、なぜ気に入ったのか理由を１００文字程度の文章でノートにまとめる。
６　気に入った「だいじょうぶ、だいじょうぶ。」の部分を中心に、気に入った理由が伝わるような音読の工夫をする。

【学びの確認】
[bookmark: _GoBack]・２５ページの「言葉の力」のコーナーを読み、自分の音読の工夫を振り返りましょう。



